
 

 

父親の運動と家庭への影響に関する調査父親の運動と家庭への影響に関する調査父親の運動と家庭への影響に関する調査父親の運動と家庭への影響に関する調査    
 

 

 

１．調査者 ： マリア財団理事・共立習志野台病院産前産後アドバイザー 

        大久保裕美 

 

２．実施場所・実施日 ： ガスト北習志野店 

             ２０１６年１０月２７日 

 

３．目的 ：この調査は、産前産後の女性のパートナー（子どもから見た父親。 

      以下、父親）の運動状況と、父親の運動が及ぼす家庭への影響を知る 

      目的で実施したもの。 

 

４．回答者 ： 産後５年以内あるいは第１子妊娠中の女性のパートナー（父親） 

        ４０名 

 

５．回答事項 

   （１）回答者の年齢 

   ２６〜３０歳 ・・・  ５名 

   ３１〜３５歳 ・・・ １４名 

   ３６〜４０歳 ・・・ １１名 

   ４１〜４５歳 ・・・  ８名   

   ４６〜５０歳 ・・・  ２名 

 

（２）運動習慣について 

定期的に行っている ・・・ ７名 

たまにする     ・・・１５名 

まったくやらない  ・・・１６名 

回答なし      ・・・２名 

 

（３）運動することで、家庭生活への影響は 

   よくなった     ・・・ ９名 

   変わらない     ・・・２８名 

   以前より悪くなった ・・・ ０名 

   回答なし      ・・・ ３名 

以上  


